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アジェンダ － ご紹介する内容

▪ はじめに

▪ 理由と仕組み

▪ Revit Automation の理解

▪ デベロッパキーの取得

▪ サーバーの作成

▪ 基本 UI

▪ プラグイン（アドイン）の作成

▪ Activity（アクティビティ）の定義

▪ WorkItem（ワークアイテム）の実行

▪ Automation API サポート ポリシー

▪ コストとサポート



はじめに
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インターネットで各社提供 API への接続が可能な時代

▪ 業界標準＆オープンソース API テクノロジ
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公式ドキュメント（英語のみ）
https://aps.autodesk.com/developer/documentation
▪ APS ポータル (https://aps.autodesk.com/) に記載

https://aps.autodesk.com/developer/documentation
https://aps.autodesk.com/
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APS サンプル – GitHub リポジトリ
https://aps.autodesk.com/code-samples

https://aps.autodesk.com/code-samples
https://aps.autodesk.com/code-samples
https://aps.autodesk.com/code-samples
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学習リソース：Learn APS Tutorial（英語のみ）
https://tutorials.autodesk.io/

https://tutorials.autodesk.io/
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学習リソース：Learn APS Tutorial
https://get-started.aps.autodesk.com/

https://get-started.aps.autodesk.com/
https://get-started.aps.autodesk.com/
https://get-started.aps.autodesk.com/
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2025年7月1日（日本標準時）- 6月30日（米国太平洋標準時）～

Design Automation API 名称変更
▪ Design Automation API ➜ Automation API

旧呼称（エンジン別） 新呼称（エンジン別）

Design Automation API for AutoCAD AutoCAD Automation API

Design Automation API for Revit Revit Automation API

Design Automation API for Inventor Inventor Automation API

Design Automation API for 3ds Max 3ds Max Automation API

Design Automation API for Fusion Fusion Automation API
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自動化ソリューション

▪ Automation API（旧名 Design Automation API）

▪ CAD エンジンでアドインを実行する仕組み

▪ 対面操作を意図した ‘製品’ ではない

▪ UI を持たないためオーバーヘッドなし

▪ 製品一般規約による制限事項は不適用
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自動化ソリューション

▪ Automation API（旧名 Design Automation API）

▪ CAD エンジンでアドインを実行する仕組み

▪ 製品一般規約による制限事項は不適用

▪ UI を持たないためオーバーヘッドなし

Data Management API

データアクセス
Automation API

アドイン自動処理
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Automation API

Web API ＋ デスクトップ API の知識が必要

製品別アドイン開発APS 開発



▪ エンドポイントをラップした環境毎の ‘ライブラリ’

▪ Node.js、.NET、PHP、Java、(Python) ...

▪ Design Automation API v2（ AutoCAD のみ）対応

▪ Design Automation API v3 対応は別 SDK で対応

▪ その後の暫定処置

▪ Node.js、.NET のみ

▪ Ditect-to-S3 アプローチ対応

▪ Authentication v2 対応

▪ 現在、GitHub リポジトリは ‘アーカイブ’ 状態

▪ 今後の機能面の変更は後続の APS SDK のみで対応予定

Forge SDK：2016 年 ～

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/03/data-management-oss-object-storage-service-migrating-to-direct-to-s3-approach.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/03/data-management-oss-object-storage-service-migrating-to-direct-to-s3-approach.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/03/data-management-oss-object-storage-service-migrating-to-direct-to-s3-approach.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/03/data-management-oss-object-storage-service-migrating-to-direct-to-s3-approach.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/03/data-management-oss-object-storage-service-migrating-to-direct-to-s3-approach.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/03/data-management-oss-object-storage-service-migrating-to-direct-to-s3-approach.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2022/03/data-management-oss-object-storage-service-migrating-to-direct-to-s3-approach.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2023/05/migration-guide-oauth2-v1-to-v2.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2023/05/migration-guide-oauth2-v1-to-v2.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2023/05/migration-guide-oauth2-v1-to-v2.html
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APS SDK：2024 年 ～

▪ 本 Design Automation Tutorial では未使用

▪ エンドポイントをラップした環境毎の ‘ライブラリ’

▪ SDKManager と API 毎に分割したパッケージで提供

▪ .NET と Node.js（TypeScript）を用意

▪ .NET SDK

▪ NuGet パッケージとして提供

▪ https://www.nuget.org/profiles/AutodeskPlatformServices.SDK

▪ Node.js SDK（TypeScript SDK）

▪ Node.js パッケージとして提供

▪ https://www.npmjs.com/~aps.sdk

https://www.nuget.org/profiles/AutodeskPlatformServices.SDK
https://www.nuget.org/profiles/AutodeskPlatformServices.SDK
https://www.npmjs.com/~aps.sdk
https://www.npmjs.com/~aps.sdk


16

20172016 ・・・・・・ 2023 2024

2016年 Forge 正式リリース

Forge SDK

APS SDK

2019年 Design Automation v3 リリース

Forge Design Automation SDK - v3用
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APS SDK ドキュメント

エンドポイント リファレンス

.NET SDK リファレンス

Node.js リファレンス



はじめに ～ 理由と仕組み
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Revit アドインの目的？

▪ モデリング補助機能の提供   

▪ 反復タスクの自動化の提供

▪ モデル内情報を利用した外部システムの連携

生産性の向上
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Revit アドイン運用の多様化

▪ インターネット - クラウドの普及にともなう要求の変化

間接的な利用

アドイン
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オートデスク デスクトップ製品の API で出来ること

RVT

プレゼンテーション

ビジネス ロジック

データ

DWG

プレゼンテーション

ビジネス ロジック

データ

IPTIDW IAM

プレゼンテーション

ビジネス ロジック

データ

アドイン アドイン アドイン

デスクトップ製品内の自動化を実現
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Windows の API で出来ること

RVT

プレゼンテーション

ビジネス ロジック

データ

DWG

プレゼンテーション

ビジネス ロジック

データ

IPTIDW IAM

プレゼンテーション

ビジネス ロジック

データ

デスクトップ製品の外部からの起動を実現
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デスクトップ製品を利用した Web 利用の可否？
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デスクトップ製品は誰にライセンスされているか？

※サブスクリプションの場合、
使用規約の「指名ユーザー提供
方法」に則して使用を行うこと
が必要です。

https://www.autodesk.com/company/terms-of-use/jp/subscription-types#offering-types
https://www.autodesk.com/company/terms-of-use/jp/subscription-types#offering-types
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デスクトップ製品は誰にライセンスされているか？

Aさん

Aさんが使用許諾対象ユーザー
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デスクトップ製品は誰にライセンスされているか？

Aさん

Aさんが使用許諾対象ユーザー

✗

✗
✗

✗

✗
✗

✗
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Gatewa
y

Controller
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Gatewa
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？
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Elastic Computing？：Automation API の場合

!



インターネット通信網の利用

router

router router

routerrouter

routerrouter router

公衆通信回線
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デスクトップ製品のアドイン開発者の方へ

▪ デスクトップ開発と Web 開発の違いをご理解ください

▪ Web アプリの特性 － セキュリティ視点

▪ 通信経路

▪ 呼び出し数制限

▪ 非同期処理

▪ 仮想環境

▪ オンプレミスとの違い
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Rate Limit 厳守のお願い

▪ 1分間あたりのエンドポイント呼び出し数制限

▪ 429 レスポンス ステータス受信時に適切に対応する必要あり

▪ 例）Automation API WorkItem 実行時のポーリング

APS



Revit Automation の理解
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クラウド上でデスクトップ製品アドイン実行環境を提供

▪ クラウド上の Revit エンジンをリモートで起動

▪ 起動した Revit エンジンにアドインをロードして実行

▪ 成果物（デザインファイルや関連ファイル）を作成

▪ 成果物をダウンロードして利用

➢ Automation API
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Automation API の誤った認識

▪ 製品を対話/対面操作するシンクライアント環境ではない

▪ リモートデスクトップのような仕組みはありません

▪ Web ブラウザ上で CAD を実現する SDK ではない

▪ フロント UI となる Web ページは HTML で実装が必要です

▪ APS Viewer は Automation API には含まれません

▪ 処理時の利用ファイルはローカル PC との間で直接入出力不可

▪ パブリック クラウド ストレージの利用が必須です

▪ Automation API 仮想環境へダウンロード/からアップロードします
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Revit アドインの仕組み（Revit 2024 まで）

～Revit 2024

Windows

.NET Framework

Visual Studio 開発環境

～Revit 2024 API
RevitAPI.dll

アセンブリ参照

RevitAPI.dllアドインファイル

カスタム機能
Revit にロード
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Revit アドインの仕組み（Revit 2025 以降）

Revit 2025/2026

Windows

.NET 8

Visual Studio 2022

(17.8+)

Revit 2025/2026 API
RevitAPI.dll

アセンブリ参照

RevitAPI.dllアドインファイル

カスタム機能
Revit にロード
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Revit Automation の仕組み

Revit Engine

Automation Server - Windows Server on AWS（AMI）

.NET Framework / .NET

Visual Studio 開発環境

Revit API
RevitAPI.dll

アセンブリ参照

RevitAPI.dllアドインファイル

カスタム機能

Revit Engine に
ロード
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Revit Automation 利用のワークフロー

APS アプリ

① クラウドにファイルをアップロード
② 出力結果を保存する場所を確保

④ URL からファイルをダウンロード

③ ファイルの URL と
カスタム処理に必要なパラメータと
出力結果の保存先 URL を送信

⑥ 保存先 URL に結果をアップロード

⑤ Revit エンジン上でアドインを実行

アドイン

クラウド ストレージ Revit Automation
サーバー
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Automation API を正しく理解しましょう

• Revit Web 版（Revit UI 画面）のようなものではありません

対話的な表示/編集機能は ありません

• 必要に応じて APS Viewer の利用を検討出来ます

ビューア機能は ありません

• 開発者向けのサービスです

エンドユーザ向けのサービスでは ありません

• オンプレミス(プライベート)サーバー版はありません

サーバー モジュールでは ありません
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Automation API の用語

Id : CustomApp

Engine : 2024

Description: Test custom app

Package: Storage URL

Id: UpdateParamActivity

Input Parameter A : RVT, TXT

Output Parameter B: RVT

AppBundle: CustomApp

Id: 返却される文字列

Activity : UpdateParamActivity

Input Parameter A : File URL

Output Parameter B: Storage URL

AppBundle Activity WorkItem

Revit の .NET API で作成したアセンブリや関

連ファイルを ZIP 圧縮してアップロードし、

AppBundle として登録する。

カスタム処理の雛型を定義する。

.NET アセンブリ内でどんなデータを入力し

て、どんなデータを出力するか定義する。

REST API でリクエストするジョブ。

対象のモデルやテキストデータ、出力先の URL

と、実行する Activity を指定する。

Revit アドインのパッケージ 実行されるアクションの定義 指定のアクションを呼び出すジョブ
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AppBundle と Activity の登録

AppBundle を登録

1. 新しい AppBundle を作成

2. バンドルパッケージをアップロード

3. エイリアスとバージョンを設定

Revit Automation
サーバー

ZIP

Activity を登録

1. 新しい Activity を作成

2. エイリアスとバージョンを設定

3. 必要があればロケールを設定

Revit エンジンのバージョン

AppBundle の名前

.NET アセンブリ内で参照するモデル

やファイル（入出力）や、パラメータ

などの雛型を定義
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Alias と Version の設定

▪ AppBundle と Activity は、それぞれにバージョンを設定します。

▪ 特定のバージョンに任意のラベルで名前をつけてエイリアスを作成します。

AppBundle

Version Alias

1

2 Production

3

4 Test

5 Development

Activity

Version Alias

1

2

3 Production

4 Beta

5 Test

6 Development

例えば、Activity のテストを行う際に、Test エイリアスを作成してテストを実行する。ただし、AppBundle は、

稼働中の Production のエイリアスを呼びだす、といった開発・テスト用の使い方ができます。

•形式: YourNickname.SomeAppBundleId+SomeAliasName

•例: MyFirstForgeAppNickname.DeleteWallApp+test
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Automation API で扱う ID

▪ AppBundle と Activity で利用

▪ Client ID に関連付けられる

▪ 例）

"nqpwqsDLFGkSO6LgA2mvaSXy5AeH5VSJ.UpdateRVTParam+dev“

▪ App 名

▪ AppBundle と Activity 登録時に ID に指定

▪ Alias 名

▪ AppBundle と Activity バージョン識別に利用

▪ 例）prod、dev

▪ WorkItem は作成時に個別 ID を割り当て

App 名 Alias 名Client ID
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ID と Nickname（ニックネーム）

▪ Client ID に関連付けられた AppBundle と Activity の ID

▪ 例）

"nqpwqsDLFGkSO6LgA2mvaSXy5AeH5VSJ. UpdateRVTParam+dev“

▪ Nickname のマッピング登録が可能（任意）

▪ 例）

“nqpwqsDLFGkSO6LgA2mvaSXy5AeH5VSJ“ を“DAS_Japan_Revit”

"DAS_Japan_Revit.UpdateDWGParam+dev“

▪ 注意：Nickname 登録後 Client ID 名指定は使用不可に

▪ Nickname は 20 文字以内で、a-z, A-Z, 0-9, _ から作成
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WorkItem を作成する

▪ Activity の定義に基づいて、実際のファイルのストレージ URL やパラメー
タを設定して、WorkItem を作成します。

▪ Automation サーバーは、一時作業領域を作成し、ファイルを取得、Revit 
エンジンを起動して、AppBundle を展開してカスタム処理を実行します。

APS アプリ

WorkItem を作成
• 実行する Activity を指定
• モデル・ファイルの URL を設定
• パラメータを設定

Revit モデルや関連ファイルの
アップロード/ダウンロード

Revit Automation
サーバー クラウド ストレージ



47

WorkItem の完了通知

▪ WorkItem を POST する際に、“onComplete” という引数にコールバック
URL を設定することができ、WorkItem の完了時に、自動的に呼び出して
くれます。

▪ コールバック URL には、クエリパラメータを組み合わせることができます。

クラウド ストレージAPS アプリ
Revit Automation

サーバー

WorkItem 処理完了後に、
指定の URL を呼び出し

Revit モデルをアップロード/ダウンロードコールバック URL が呼び
出されたら、ダウンロード
リンクを作成 ＋アルファ
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Automation API とは？

▪ 起動したコアエンジンにアドインをロード/実行

▪ アドイン＋自動ロード定義を ZIP 圧縮したもの ＝ AppBundle

▪ AppBundle はWorkItem 実行前に登録が必要

▪ 成果物としてデザインファイルや関連ファイルの作成して
ダウンロードして利用

▪ Activity で入出力ファイル/パラメータを宣言

▪ Activity は WorkItem 実行前に登録が必要

▪ WorkItem（ファイル/パラメータ渡しを実行）

▪ クラウド上の CAD コアエンジンをリモートで起動

▪ WorkItem（実際の処理実行）
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Automation API で利用可能なコアエンジン バージョン

▪ デスクトップ製品と同期したコアエンジン バージョン

▪ AppBundle はエンジン バージョンに合わせた作成が必須

▪ コアエンジン ID の形式はコアエンジン毎に異なる

▪ 最新＋過去３バージョンがサポート対象

▪ AppBundle と Activity の登録時に指定

“Autodesk.Revit.2023” ⇒ Revit 2023
“Autodesk.Revit.2024” ⇒ Revit 2024
“Autodesk.Revit.2025” ⇒ Revit 2025
“Autodesk.Revit.2026” ⇒ Revit 2026

.NET Framework 4.8

.NET 8（.NET Core）



デベロッパキーの取得
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APS を始めるには?

▪ まずは https://aps.autodesk.com/ へ

▪ 目的はデベロッパ キーの取得

▪ Client ID（別名：Consumer Key）

▪ Client Secret（別名：Consumer Secret）

1 2 3

Autodesk ID で
サインイン

APS アプリ作成 開発

https://aps.autodesk.com/
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My applications からのアプリ登録

デベロッパ キー

アプリ情報を入力
どのAPIを使うか指定
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My applications からのアプリ登録

課金対象のチーム

アカウントで複数のチームを編成している場合には、プライマリ管理者、
または、セカンダリ管理者に適切なチームを確認してください。通常は
アカウントに 1 つのチームしか関連付けられていないので、表示される
チームを割り当て（Assign）ます。
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今回使用する開発環境
これに限定するものではありません

▪ Web ブラウザ：Google Chrome

▪ HTML/JavaScript エディタ：VS Code

▪ Web サーバー実装：Node.js

▪ Revit アドイン C# エディタ： Visual Studio 2019/2022 Professional

▪ テスト ツール : Postman

▪ リポジトリ ユーティリティ：git for Windows
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VS Code - APS エクステンション

https://marketplace.visualstudio.com/items?itemName=petrbroz.vscode-forge-tools

https://marketplace.visualstudio.com/items?itemName=petrbroz.vscode-forge-tools

https://marketplace.visualstudio.com/items?itemName=petrbroz.vscode-forge-tools
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RESTful API のテストツール

▪ Postman

▪ https://www.getpostman.com/

▪ コードを書かずに RESTful API のテストが可能

https://www.getpostman.com/
https://www.getpostman.com/


サーバーの作成
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サーバーの作成 – Create Server
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一般的な Web アプリの構成

Web サービス/ページをホスティング
ASP.NET, Node.js, Apache …

JavaScript

JavaScript

Web アプリ
Web サーバー

RESTful API

JavaScript

JavaScript

JavaScript

HTML
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Node.js とは

▪ オープンソース

▪ JavaScript をサーバー上で実行するための環境

▪ Google V8 JavaScript Engine が使用

▪ Node Package Manager で拡張可能

▪ 今回使用しているパッケージ（ミドルウェア）の一部：
▪ autodesk.forge.designautomation

▪ cookie-session
▪ express
▪ express-formidable
▪ forge-apis

▪ socket.io

Forge SDK

Forge Design Automation SDK - v3用
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JavaScript

JavaScript

貴社アプリ
Web サーバー

RESTful API

JavaScript

JavaScript

JavaScript

HTML

APS ポータル
（aps.autodesk.com）

Client ID
Client Secret

Access Token 

デベロッパ キーとアクセス トークン
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アクセス トークン（Access Token）とは

▪ クラウド リソース へのアクセス権限をチェックする仕組み

▪ 有効期限が設定される

▪ 生成に必要なもの

▪ デベロッパキー

▪ Client ID と Client Secret のペア

▪ APS ポータルでアプリ作成時に取得可能

▪ スコープ（Scope）

▪ リソースへのアクセス権限を指定

▪ 使用するリソースによって適切に使い分けが必要

▪ 複数の Scope 文字列を半角スペースで結合して指定
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Automation API Tutorial の 認証フロー

Project Service

Data Service

Object Storage Service

Hub Project

FolderItem

Version

OSS

Item

Version

OSS
OSS

2-legged 認証フロー

APS アプリ APS アプリ

3-legged 認証フロー

APS アプリが Bucket で

データを直接管理・運用

-2-Legged OAuth -

APS アプリが Fusion

Team、ACC のユーザ

データ領域に直接

アクセスして運用

-３-Legged OAuth -

Bucket

Data Management OSS

サーバー実装

routes/common/oauth.js

getClient()
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Automation API Tutorial が使用する Scope

Scope 文字列 意味

user-profile:read プロファイル（Autodesk ID）の表示

user:read プロファイル（Autodesk ID）の読み取り

user:write プロファイル（Autodesk ID）の書き込み

viewables:read 変換後のデザインデータ（SVF）の読み取り（表示）

data:read ストレージ データの読み取り

data:write ストレージ データの書き込み（編集）

data:create ストレージ データの作成

data:search ストレージ データの検索

bucket:create 新しい Bucket の作成

bucket:read Bucket の読み取り

bucket:delete Bucket の削除

bucket:update Bucket の更新

code:all コードの生成または実行（Automation API）

account:read アプリやサービス アカウントの読み取り

account:write アプリやサービス アカウントの書き込み
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クライアント実装 サーバー実装

サーバー実装

JavaScript

JavaScript

レスポンス

リクエスト

レスポンス

リクエスト

Webアプリ

Web サーバー

bucket:create
bucket:read
bucket:delete
data:read
data:create
data:write

viewables:read

スコープによるトークンを使い分け

ルーティング

¥config.js

scopes: {
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コマンド プロンプト/VS Code 上の操作手順

1. プロジェクト フォルダの作成と Node.js の初期化

2. Node.js パッケージをインストール、package.json ファイルを確認

3. VS Codeでプロジェクトフォルダを開き routes、wwwroot フォルダを作成

4. Node.js 構成 を追加、launch.json ファイルに Client ID/Secret を指定

5. ルートフォルダに start.js ファイルの作成と実装

6. ルートフォルダに server.js ファイルの作成と実装

7. ルートフォルダに socket.io.js ファイルの作成と実装

8. ルートフォルダに config.js ファイルの作成とサーバー実装記述の追加

9. routes/common/oauth.js ファイルの作成と実装
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手順動画
68
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サーバー実装ここまでのプロジェクト構成

プロジェクト フォルダ

VS Code デバッグで使用

依存関係からインストール
された Node.js パッケージ

Node.js サーバーの起動構成

2-legged 認証実装

クライアント構成（未実装）

セッション クッキー等情報

ソケット通信接続/切断実装

スコープ等認証情報情報

Node.js パッケージ依存関係



基本 UI
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Basic UI - 基本 UI
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VS Code 上の操作手順

1. wwwroot フォルダに index.html ファイルを作成して実装

2. js サブフォルダを作成、ApsDesignAutomation.js ファイルを作成して実装

3. デバッグ実行 >> localhost:8080

http://localhost:8080/api/auth/token
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手順動画
73
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クライアント実装

ここまでのプロジェクト構成

Web ページ スクリプト実装

Web ページ UI 実装



プラグインの作成
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プラグインの作成 – Create Plugin
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UpdateRVTParam アドインの作成

▪ Visual Studio 2019/2022 Professional を使用可

▪ Revit アドイン開発で主流（Revit .NET API）

▪ 使用する Microsoft Visual Studio のエディション(.NET)

▪ クラスライブラリ プロジェクト

▪ エンジンバージョンによって .NET/.NET Framework 差に注意

▪ Revit .NET Wizard でプロジェクト作成も利用可

https://help.autodesk.com/view/OARX/2023/JPN/?guid=GUID-450FD531-B6F6-4BAE-9A8C-8230AAC48CB4
https://help.autodesk.com/view/OARX/2023/JPN/?guid=GUID-450FD531-B6F6-4BAE-9A8C-8230AAC48CB4
https://help.autodesk.com/view/OARX/2023/JPN/?guid=GUID-450FD531-B6F6-4BAE-9A8C-8230AAC48CB4
https://help.autodesk.com/view/OARX/2023/JPN/?guid=GUID-450FD531-B6F6-4BAE-9A8C-8230AAC48CB4
https://help.autodesk.com/view/OARX/2023/JPN/?guid=GUID-450FD531-B6F6-4BAE-9A8C-8230AAC48CB4
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NuGet パッケージ追加時の警告

▪ Autodesk.Forge.DesignAutomation.Revit を参照に追加した際に
警告が表示される場合があります。

1. UpdateRVTParam プロジェクトのプロパティを開きます。

2. ビルドタブで対象プラットフォームを x64 に変更してください。
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プロジェクトの設定を確認する

▪ packages.config をダブルクリックで開く

▪ 使用する Revit のバージョンに対応する .NET Framework と
Autodesk.Forge.DesignAutomation.Revit パッケージをインス
トール

▪ .NET Framework

▪ Revit 2023, 2024 -> .NET Framework 4.8

▪ Revit 2025, 2026 -> .NET 8

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<packages>
  <package id="Autodesk.Forge.DesignAutomation.Revit" version="2023.0.1" targetFramework="net48" />
  <package id="Microsoft.CSharp" version="4.5.0" targetFramework="net48" />
  <package id="Newtonsoft.Json" version="13.0.2-beta1" targetFramework="net48" />
</packages>



Revit プラグインの作成に必要なアセンブリ参照

Windows Server

.NET / .NET Framework

参照アセンブリ

RevitAPI.dll RevitAPIUI.dllDesignAutomationBridge.dll 

Revit アドイン

IExternalDBApplication

（外部 DB アプリケーション）

その他 dll
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IExternalDBApplication の実装

カスタム処理を呼び出し

イベントハンドラの登録

実装するインターフェース



APS アプリからパラメータを渡す

WorkItem ログ出力

パラメータの入力

Revit ファイル選択

アクティビティ選択

WorkItem 開始ボタン

WorkItem リクエスト時に
JSON 形式で送信



パラメータを Revit アドインで受け取る

.json ファイルでパラメータを取得可能
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任意のタイミングでログにテキスト出力

▪ Revit アドインのプログラム内で、Console.WriteLine() メソッドを呼び出せば、任意
のタイミングで、report.txt にカスタムのログを出力することができます。
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Revit アドインのエラーハンドリング

▪ Revit アドインで発生するエラーは、トランザクションのコミット時、あるいはロールバック時
に呼び出されます。

▪ DesignAutomationBridge は、デフォルトのエラーハンドラを搭載しており、すべての警告を
抑止し、エラーの場合は、それを解決しようと試みます。解決したらコミットします。

▪ デフォルトの解決方法が「要素の削除」となる場合は、エラーハンドラは要素を削除せずに、
ロールバックします。

▪ 開発者は、カスタムのエラーハンドラを実装して、デフォルトのエラーハンドラを上書きするこ
とができます。
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Revit ローカライズ版のエンジンを指定可能

▪ 起動する Revit のエンジンを、英語以外の言語も指定することができます。

▪ /l JPN を指定。

▪ 日本語版で起動すれば、すべての Revit の出力も日本語版で実行されます。

▪ 日本語の名称を含んだビルトインの要素やタイプをサポートする場合に利用します。

▪ ただし、Revit を起動する OS は Windows Server 英語版になります。
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追加のフォントサポート

▪ Revit を起動する OS は Windows Server 英語版になります。

▪ Revit Automation API を使用してモデルを処理する場合、Worker インス
タンスで使用できないフォントはすべて置換されます。
エクスポートなどの操作では、フォントが置換されると、結果の外観が異な
る場合があります。

▪ Revit Automation API では、リストに掲載されているフォントがWorker
インスタンスに追加でプレインストールされるため、多くの場合、フォント
の置換が不要になり、結果の外観が向上します。

https://aps.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/

https://aps.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/

https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/
https://aps.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/
https://aps.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/
https://aps.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/
https://aps.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/
https://aps.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/
https://aps.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/
https://aps.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/
https://aps.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/
https://aps.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/developers_guide/revit_specific/custom-fonts-support/
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eTransmit ファイルの送信

▪ eTransmit for Revit で出力した ZIP ファイルをサポート。

"arguments": {

  "rvtFile": {

 "url": "https://s3-us-west-2.amazonaws.com/revitio-dev/test-data/TopHost.zip"

  },

  "countItParams": {

 "url": "data:application/json,{'walls': true, 'floors': true, 'doors': true, 'windows': true}"

  },

  "result": {

 "verb": "put",

 "url": "https://myWebsite/signed/url/to/result"

  }

}
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Revit リンクモデルの送信

◼Revit ホストモデルと Revit リンクモデル、サブフォルダ配下の Revit リンクモデル
"rvtFile": {

"url": "https://s3-us-west-2.amazonaws.com/revitio-dev/test-data/TopHost.rvt",

"references": [

{

"url": "https://s3-us-west-2.amazonaws.com/revitio-dev/test-data/LinkA.rvt",

"references": [

{

"url": "https://s3-us-west-2.amazonaws.com/revitio-dev/test-data/LinkA1.rvt"

},

{

"url": "https://s3-us-west-2.amazonaws.com/revitio-dev/test-data/LinkA2.rvt"

}

]

},

{

"url": "https://s3-us-west-2.amazonaws.com/revitio-dev/test-data/LinkB.rvt"

}

]

},

TopHost.rvt

|-- LinkA.rvt

|   |-- LinkA1.rvt

|   |-- LinkA2.rvt

|

|-- LinkB.rvt 
※ サブフォルダのリンクモデルもサポート
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ZIP ファイルの送信

▪ アップロード速度を向上させるために、Revit モデルを ZIP 圧縮して

送信することができます。

▪ “pathInZip” オプションで、メインの Revit モデルのパスを指定しま

す。

"arguments": {

"rvtFile": {

"url": "https://path/to/zip/file.zip",

"pathInZip":  "RevitFile.rvt"

},

}
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クラウドモデル・ワークシェアリングモデルのサポート

▪ Revit クラウドモデルを開く

▪ Revit クラウドモデルを保存する

var cloudModelPath = ModelPathUtils.ConvertCloudGUIDsToCloudPath(

 inputParams.Region, 

 inputParams.ProjectGuid, 

 inputParams.ModelGuid); 

Document doc = rvtApp.OpenDocumentFile(cloudModelPath, new OpenOptions());

if (doc.IsWorkshared) // work-shared/C4R model

{

  SynchronizeWithCentralOptions swc = new SynchronizeWithCentralOptions();

  swc.SetRelinquishOptions(new RelinquishOptions(true));

  doc.SynchronizeWithCentral(new TransactWithCentralOptions(), swc);

}

else

{

  // Single user cloud model

  doc.SaveCloudModel();

}
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クラウドモデル・ワークシェアリングモデルのサポート

▪ Revit クラウドモデルを作成する

▪ クラウドモデルを利用する場合に WorkItem で必須

Document newDoc = data.RevitApp.NewProjectDocument(UnitSystem.Imperial);

this.AddWalls(newDoc);

var cloudModelLocation = CloudModelLocation.Parse("CloudModelLocation.json");

newDoc.EnableWorksharing("Shared Levels and Grids", "Workset1");

newDoc.SaveAsCloudModel(

 cloudModelLocation.AccountId, cloudModelLocation.ProjectId, cloudModelLocation.FolderId, 

 "newRCWModel.rvt");

{

    inputRVT: {

        url: "XXXXXXXXXX"

    },

    onComplete: {

        verb: "post",

            url: designAutomation.webhook_url

    },

    adsk3LeggedToken: access_token

}
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Revit アドイン開発時の制約事項

▪ [x] Revit UI 名前空間へのアクセス、UI 画面へのアクセスはできません。

▪ [x] ユーザーとのインタラクションが発生する処理はサポートされておりません。

▪ [x] ActiveView と ActiveDocument プロパティにはアクセスできません。

▪ [x] 複雑なセッション管理は想定されていません。（バッチ処理を想定）

▪ [x] Navisworks への書き出し、Desktop Connector は未サポートです。

RevitAPIUI.dll
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▪ AppBundle に登録するファイルは、アセンブリファイルとアドインマニフェストファ
イルを指定のフォルダ構成で格納して UTF-8 形式で ZIP 圧縮したパッケージです。

DeleteWallsApp.zip

|-- DeleteWalls.bundle

|   |-- PackageContents.xml

|   |-- Contents

|   |   |-- DeleteWalls.dll

|   |   |-- DeleteWalls.addin

バンドルパッケージの作成
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AppBundle の登録

API エンドポイント：POST appbundles

Request

Response Body
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バンドルパッケージのアップロード

endpointURL に formData にファイルを入れて送信
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AppBundle Alias/Version の作成

API エンドポイント：POST appbundles/:id/aliases
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VS Code 上の操作手順

1. ルートフォルダに bundles フォルダを作成

2. UpdateRVTParam アドイン パッケージを作成 または ダウンロード

3. routes フォルダ下に DesignAutomation.js ファイルを作成して実装

4. デバッグ実行 >> localhost:8080

http://localhost:8080/api/auth/token
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手順動画
99
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処理内容：窓インスタンスのタイプ パラメータの変更

▪ 高さ

▪ 幅
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サーバー実装

ここまでのプロジェクト構成

ユーティリティ クラス実装
AppBundle、Activity 登録

パッケージ バンドル



Activity の定義
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Activity の定義 - Define Activity
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Activity － アクティビティ

1. WorkItem が処理する入出力ファイル/パラメータを宣言

2. WorkItem が実行するコマンド名を指定

▪ Activity の種類

▪ パブリック共有 Activity

▪ オートデスクが提供する Activity

▪ カスタム Activity（独自の Activity）

▪ アドインによるカスタム コマンド

▪ 標準コマンド（アドイン不要 ＝ AppBundle 不要）

▪ スクリプト
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API エンドポイント

POST activities

POST activities/:id/aliases 



Activity の定義の例

verb: get Revit アドインに渡すファイル

verb: put Revit アドインから出力するファイル

localName ワーキングディレクトリ上でのファイル名

required 必須かそうでないかを指定

ondemand WorkItem の処理中に任意のタイミングで

外部データファイルを取得する方法

入力 Revit ファイル

入力 JSON ファイル

出力 Revit ファイル

AppBundle ID
Engine

Activity ID
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VS Code 上の操作手順

1. DesignAutomation.js ファイルに Activity 定義の登録を実装

2. デバッグ実行 >> localhost:8080

http://localhost:8080/api/auth/token
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手順動画
108
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サーバー実装

クライアント実装

AppBundle と Activity の実装

wwwroot¥js¥ApsDesignAutomation.js

createAppBundleActivity()

wwwroot¥index.html

Id=“createAppBundleActivity”

¥routes¥DesignAutomation.js

router.post("/aps/designautomation/appbundles“,

ApsDesignAutomation.js

"api/aps/designautomation/activities"

ApsDesignAutomation.js

createActivity()

¥routes¥DesignAutomation.js

router.post("/aps/designautomation/appbundles“,

ApsDesignAutomation.js

“api/aps/designautomation/appbundles”

ApsDesignAutomation.js

createAppBundle()



クライアントサイド（ApsDesignAutomation.js）

サーバーの URL にPOSTリクエスト送信



サーバーサイド（DesignAutomation.js）

クライアントからの POSTリクエスト
で呼び出されるメソッド



WorkItem の実行
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WorkItem の実行 - Execute Workitem
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WorkItem － ワークアイテム

▪ 実際にクラウド上で処理されるタスクの単位

▪ 定義済 Activity を参照する WorkItem を作成

▪ Activity の応じた入出力パラメータ値の指定

▪ 入力パラメータ

▪ 入出力ファイル

▪ WorkItem の進捗状態の監視と処理終了の検出
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WorkItem 実行時に起こること

▪ AppBundle（アドイン）は実行時に作成の一時作業領域に展開

▪ Automation API は WorkItem で指定された値を利用

▪ 指定のクラウド ストレージからファイルをダウンロード（任意）

▪ 指定の値を持つ JSON ファイルを作成

▪ 成果ファイルを指定のクラウド ストレージへ保存（アップロード）

▪ RVT や IFC など

▪ WorkItem 終了後に一時作業領域は自動削除（含む使用ファイル）

▪ キャッシュして後日の WorkItem で使用することは不可

{
'width':999,
'height':555

}
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クラウドストレージ上のファイル URL の取り扱い

▪ クラウドストレージ上のファイルを Automation サーバーに送信する方法

▪ ファイルの URL のみ（インターネット上の公開ファイルなど）

▪ ファイルの URL とアクセストークン → オートデスク クラウドストレージ/OSS

▪ 署名付き URL （URLの有効期限、One Time URL、読み書きアクセス権）→ OSS

Revit Automation

公開ファイルの URL

APS アプリ

ファイルの URL と

アクセストークン

ファイルの署名付きURL
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署名付き URL の取得

▪ Data Management API には、OSS にファイルの保存場所を事前に確保して、署名付
き URL を発行することもできます。

▪ この URL に対して、ファイルをアップロードする必要があるため、書き込みアクセス
権のある署名付きURLを取得する必要があります。

▪ 有効期限の設定

▪ 最初に１度だけ使用された後に期限切れになる One Time URL の設定

▪ アクセス権の設定

▪ access=read

▪ access=write

▪ access=readwrite



API エンドポイント：POST workitems



JSON データの作成

"parameters": {

      "inputFile": {

         "zip": false,

         "ondemand": false,

         "verb": "get",

         "description": "input file",

         "required": true,

      },

      "inputJson": {

         "zip": false,

         "ondemand": false,

         "verb": "get",

         "description": "input json",

         "required": false,

         "localName": “params.json"

      },

      “outputFile": {

"arguments": {
“inputFile": {

"url": "https://myWebsite/revit sample file.rvt"
},
“inputJson": {

“url”: “data:application/json, {
  ‘width’: 3,
  ‘height’: 7
        }"

},
“outputFile": {
"verb": "put",
"url": "https://myWebsite/signed/url/to/revit sample file.rvt"

}
}

Activity WorkItem

JSONデータをリクエストのパラメータに埋め込むと、

Revit アドインから JSON ファイルとして取得可能。
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WorkItem 処理終了判定と処理レポートについて

▪ POST workitems エンドポイント呼び出し

▪ 非推奨：150 rpm（150 回/1 分間）が上限

▪ レスポンス ボディの reportUrl：WorkItem 毎に作成されるレポートログ

▪ OnComplete コールバックの実装

▪ 推奨：要サーバー実装、ただし、クライアント⇔サーバー間トラフィックが低減

▪ 開発時のクライアント実装では ngrok ツール等の利用が必要

▪ Automation API Tutorial の場合

▪ クライアント⇔サーバー実装はソケット通信

▪ サーバー実装が POST workitems 呼び出し（＆サーバーからプッシュ）

サーバー実装

¥socket.io.js & ¥routes¥DesignAutomation.js>autodesk.forge.designautomation パッケージ>bundle.js

.getWorkitemStatus()

https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/reference/http/workitems-POST/
https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/reference/http/workitems-POST/
https://ngrok.com/
https://forge.autodesk.com/en/docs/design-automation/v3/reference/http/workitems-POST/
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GET workitem / OnComplete 

GET workitems/:id

OnComplete 

• WorkItem を POST する際に、"onComplete" という引数に
コールバック URL を設定することができます。

• この引数を事前に設定しておけば、WorkItem の完了時に、
指定の URL を自動的に呼び出してくれます。

• コールバック URL には、クエリパラメータを組み合わせ
ることができます。

• 進捗状況を30秒毎に “onProgress” コールバック URL で受け
取ることもできます。

WorkItem処理のレポート
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VS Code 上の操作手順

1. DesignAutomation.js ファイルに WorkItem 実行処理の実装

2. デバッグ実行 >> localhost:8080

http://localhost:8080/api/auth/token
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手順動画
123
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サーバー実装

クライアント実装

WorkItem 作成の実装

¥routes¥DesignAutomation.js

router.post('/aps/designautomation/workitems', multer({

wwwroot¥js¥ApsDesignAutomation.js

"api/aps/designautomation/workitems"

wwwroot¥js¥ApsDesignAutomation.js

startWorkitem()

wwwroot¥index.html

Id=“startWorkitem”



Automation API
サポート ポリシー



126

Automation API サポートポリシー

1. コアエンジンは、対応するデスクトップ製品の最初のリリースから
4 年間サポートされます。

2. 4 年後にコアエンジン バージョンは非推奨となりますが、さらに 2 

年間は利用可能で、その後削除されます。

3. 非推奨のエンジンバージョンでは、新しい AppBundle や Activity の
登録は出来なくなりますが、登録済の AppBundle/Activity を参照す
る WorkItem は機能し続けます。

4. 削除されたコアエンジン バージョンを参照する WorkItem は実行出
来ません。
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デスクトップ製品
新バージョンリリース

Design Automation
対応コアエンジン

バージョン

デスクトップ製品
サブスクリプション
Autodesk Account
ダウンロード期限

Design Automation
対応コアエンジン

バージョン非推奨化

デスクトップ製品
サブスクリプション

延長ダウンロード期限

Design Automation
対応コアエンジン
バージョン廃止

21 3 4 5 6

AppBundle と Activity 登録可
同 AppBundle、Activity 参照 WorkItem 実行可

AppBundle と Activity 登録不可
既存 AppBundle、Activity 参照 WorkItem 実行可
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ご注意：進化し続ける APS・開発作業に終わりはなし

▪ APS の機能向上によって動作/仕様が変わる可能性

▪ 例）Design Automation API への OAuth スコープ code:all 適用

▪ APS Viewer は特定バージョン指定も可能

▪ クラウド開発にはメインテナンスが必須

▪ デスクトップ製品のアドイン開発とは異なります！

▪ 開発ベンダーとのサブスクリプション？契約が必要！！

クラウドサービス

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2024/08/design-automation-api-enforcing-oauth-scope.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2024/08/design-automation-api-enforcing-oauth-scope.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2024/08/design-automation-api-enforcing-oauth-scope.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2024/08/design-automation-api-enforcing-oauth-scope.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2024/08/design-automation-api-enforcing-oauth-scope.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2024/08/design-automation-api-enforcing-oauth-scope.html


コストとサポート
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APS 利用に対する ‘課金’ とは？（10月15日時点）
https://aps.autodesk.com/pricing

▪ 特定の APS API 利用に Autodesk Flex による従量課金

▪ Autodesk Flex とは？
▪ https://www.autodesk.com/jp/buying/flex

https://aps.autodesk.com/pricing
https://www.autodesk.com/jp/buying/flex
https://www.autodesk.com/jp/buying/flex
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APS ビジネスモデルの進化（今後について）

▪ https://aps.autodesk.com/blog/aps-business-model-evolution

▪ 新しい 2 階層ビジネスモデル

▪ 12月から導入予定

▪ 無料枠と有料枠

▪ 前払い

▪ 後払い

▪ 新ビジネス モデルによる有料 API の価格設定の変更

▪ 11月のオンラインウェビナーの中でご案内予定

https://aps.autodesk.com/blog/aps-business-model-evolution
https://aps.autodesk.com/blog/aps-business-model-evolution
https://aps.autodesk.com/blog/aps-business-model-evolution
https://aps.autodesk.com/blog/aps-business-model-evolution
https://aps.autodesk.com/blog/aps-business-model-evolution
https://aps.autodesk.com/blog/aps-business-model-evolution
https://aps.autodesk.com/blog/aps-business-model-evolution
https://aps.autodesk.com/blog/aps-business-model-evolution
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Autodesk Developer Network（ADN）とは

▪ 年間契約の開発サポート プログラム（有償）です

▪ 新製品/バージョン、API、テクノロジの啓蒙と流布

▪ 無償ブログ公開、ウェビナー等イベント開催、その他

▪ ADN 加入メンバーへの API 開発サポートの提供

▪ API の問題点、不具合、要望の米国本社へのフィードバック

▪ Autodesk App Store アプリの公開審査とサポート
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ADN 特典

1. ADN Extranet（会員専用サイト）アクセスを提供

2. オートデスク API についてのお問合せ窓口提供

3. 開発用途の製品ライセンスを提供

4. マーケティング用ロゴの提供

5. ユーザー数に応じた Autodesk Flex の提供

6. 開発者向け有償イベントへの優待価格提供

参考ブログ記事： ADN よくある質問

https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2017/12/adn-faq.html
https://adndevblog.typepad.com/technology_perspective/2017/12/adn-faq.html
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参考リソース

▪ サンプル コード：GitHub

▪ https://github.com/Developer-Autodesk

▪ https://github.com/Autodesk-APS

▪ サポート：StackOverflow（英語）

▪ https://APS.autodesk.com/en/support/get-help

▪ ブログ：

▪ https://APS.autodesk.com/blog（英語）

▪ https://blog.autodesk.io/about-us/

▪ 日本語ブログは現在移行作業中

▪ https://blog.autodesk.io/category/technology-perspective-from-japan/

https://github.com/Developer-Autodesk
https://github.com/Developer-Autodesk
https://github.com/Developer-Autodesk
https://github.com/Developer-Autodesk
https://github.com/Autodesk-Forge
https://github.com/Autodesk-Forge
https://github.com/Autodesk-Forge
https://github.com/Autodesk-Forge
https://forge.autodesk.com/en/support/get-help
https://forge.autodesk.com/en/support/get-help
https://forge.autodesk.com/en/support/get-help
https://forge.autodesk.com/en/support/get-help
https://aps.autodesk.com/blog
https://aps.autodesk.com/blog
https://blog.autodesk.io/about-us/
https://blog.autodesk.io/about-us/
https://blog.autodesk.io/about-us/
https://blog.autodesk.io/about-us/
https://blog.autodesk.io/category/technology-perspective-from-japan/
https://blog.autodesk.io/category/technology-perspective-from-japan/
https://blog.autodesk.io/category/technology-perspective-from-japan/
https://blog.autodesk.io/category/technology-perspective-from-japan/
https://blog.autodesk.io/category/technology-perspective-from-japan/
https://blog.autodesk.io/category/technology-perspective-from-japan/
https://blog.autodesk.io/category/technology-perspective-from-japan/
https://blog.autodesk.io/category/technology-perspective-from-japan/
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